
韮崎市総合防災訓練を各地区で実施
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　9月 4日（日）に市内一斉の防災訓練を実施しました。当
日は、震度 6強の地震が発生したことを想定し、市内 73地
区及び自主防災組織の6,300名が参加し訓練が行われました。
　また、指定福祉避難所である「韮崎市老人福祉センター」、
「大草デイサービスセンター」、「穴山デイサービスセンター」
の 3ヵ所で、地区の要配慮者（高齢者、障がい者、乳幼児等、
災害時に特に配慮を要する方）を搬送する率先避難訓練が実
施されました。
　災害時には、自分の身は自分で守るという「自助」と自分
たちの地域は自分たちで守るという「共助」が大変重要です。
地域ぐるみで災害に備えましょう。

穴山消防団の指導によるガス式発電機の作動
訓練の様子� （穴山町次第窪地区）

大草町の老人福祉センターでは、福祉避難所
を開設し、要配慮者の受け入れ訓練を実施。避
難者の健康状態を確認するための血圧を測定
する様子
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災害に備えて、
私たちに出来ること
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防災訓練・韮崎サッカー魂


